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『
歎
異
抄
』再
生
を
嚆
矢
と
す
る
近
代
親
鸞

ブ
ー
ム
。当
時
の
親
鸞
伝
、
史
学
、
文
学
な

ど
の
多
彩
な
研
究
に
着
目
し
、
各
々
が
抱

い
て
い
た
親
鸞
像
を
も
と
に
、
近
代
日
本

人
の
精
神
を
あ
ぶ
り
出
す
。
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福
島
和
人
著

 

ふ
く
し
ま  
か
ず
と

一
九
三
七
年
石
川
県
金
沢
市
生
ま
れ
。一
九
六
一
年
金
沢

大
学
法
文
学
部
史
学
科
卒
。一
九
六
三
年
大
谷
大
学
大
学

院
仏
教
文
化
学
部
修
士
課
程
修
了
。大
谷
高
等
学
校
教
諭
、

大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
、大
谷
専
修
学
院
講
師
、真
宗
大
谷

派
教
学
研
究
所
嘱
託
研
究
員
を
歴
任
。 

◆
著
者
略
歴

序
　
章

第
一
章
　
暁
烏
敏
に
み
る『
歎
異
抄
』の
近
代
的
再
生

第
一
節
　『
歎
異
抄
』再
生
の
史
的
契
機

第
二
節
　
暁
烏
敏
の
求
道
歴
程

―

そ
の
青
年
時
代
と『
歎
異
抄
講
話
』出
版
ま
で―

第
三
節
　
そ
の
検
討―

思
想
史
的
考
察

第
二
章
　
明
治
の
親
鸞
伝

第
一
節
　
そ
の
概
観

第
二
節
　
木
下
尚
江
の『
法
然
と
親
鸞
』

木
下
尚
江
の
一
生―

『
法
然
と
親
鸞
』著
述
へ
の
契
機

―

木
下
の
親
鸞
像

第
三
節
　
佐
々
木
月
樵
の『
親
鸞
聖
人
伝
』

佐
々
木
月
樵
の
一
期―

佐
々
木
の
親
鸞
思
慕

第
三
章
　
明
治
大
正
に
お
け
る
史
学
史
上
の
親
鸞

第
一
節
　
そ
の
概
観

第
二
節
　
一
史
論
風
民
間
史
学
徒
の
親
鸞
像

―

村
田
勤『
史
的
批
評
親
鸞
真
伝
』に
つ
い
て―

キ
リ
ス
ト
者
村
田
勤―

研
究
方
法
に
お
け
る
実
証

性―

親
鸞
の
人
間
像―

親
鸞
教
の
把
握

第
三
節
　
批
判
的
・
実
証
的
親
鸞
伝
研
究（
そ
の
一
）

―

長
沼
賢
海『
親
鸞
聖
人
の
研
究
』―

大
学
実
証
史
学
の
親
鸞
伝
へ
の
参
入―

大
学
史
学

徒
長
沼
賢
海―

実
証
の
概
要―

実
証
が
も
た
ら
し

た
も
の

第
四
節
　
基
礎
的
史
料
研
究
と
親
鸞
伝

一
、辻
善
之
助『
親
鸞
聖
人
筆
跡
の
研
究
』に
つ
い
て

二
、藤
原
猶
雪『
親
鸞
聖
人
真
像
の
研
究
』に
つ
い
て

三
、鷲
尾
教
導『
恵
信
尼
文
書
の
研
究
』に
つ
い
て

鷲
尾
教
導
の
生
涯
と
そ
の
業
績―

『
恵
信
尼
文
書

の
研
究
』に
つ
い
て

第
五
節
　
批
判
的
・
実
証
的
親
鸞
伝
研
究（
そ
の
二
）

―

中
沢
見
明
の『
史
上
の
親
鸞
』に
つ
い
て―

中
沢
見
明
の
生
涯―

『
史
上
の
親
鸞
』に
つ
い
て―

意
義
と
そ
の
限
界

第
六
節
　
山
田
文
昭『
親
鸞
と
そ
の
教
団
』へ
の
結
実

一
、念
仏
者
山
田
文
昭

二
、山
田
の
親
鸞
聖
人
伝
に
つ
い
て

第
四
章
　
大
正
文
学
上
の
親
鸞

―

『
出
家
と
そ
の
弟
子
』に
み
る
親
鸞
像―

第
一
節
　
続
出
す
る「
親
鸞
」

第
二
節
　『
出
家
と
そ
の
弟
子
』に
つ
い
て

一
、倉
田
百
三
、そ
の
青
年
時
代
と
戯
曲『
出
家
と

そ
の
弟
子
』の
出
版

二
、『
出
家
と
そ
の
弟
子
』の
世
界
と
親
鸞
像

三
、そ
の
同
時
代
に
お
け
る
反
響

四
、上
演
を
め
ぐ
っ
て

五
、親
鸞
像
へ
の
役
割
と
史
的
意
義

あ
と
が
き
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　―

そ
の
思
想
史―

こ
う
し


